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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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下記日程は休館となります。ご了承ください。

４月30日（水）終日 書記局会議

５月１日（木）終日 第96回メーデー

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

地域防災力の
向上に貢献

地域の連携
強化を図る

　防災協定締結式の終了後、杉並建築協議会
（東京土建・杉並建設・建設ユニオン）から14
人が参加（うち東京土建９人）し、区長懇談を
おこないました。
　今回は、①公契約条例が守られる現場づくり、
②火災警報器交換業務、③ＩＨ化の促進、④リ
フォーム助成制度の拡充、⑤アスベスト助成制
度の拡充、⑥各種補助金制度の簡素化につい
て要望しました。
　限られた時間の中、主に公契約条例について
意見交換。その中で区長は「人手不足や後継ぎ
がいない、労務費を上げないと人が集まらない
など、事業者（元請）の意識が変わってきてい
ることは確か」「区も事業者も組合も同じ目標」
「学習会の開催や問題意識を（両者と）共有し
たい」「政策を話し合う場があれば」と理解を
示しました。
　また組合側から「国交省労組担当者による歩
掛かり学習にぜひ参加を」「三者懇談会（杉並
区・杉並建設業協会・杉並建築協議会）の開催
を」「建設業を杉並区の主要産業に位置づけて
ほしい」と要望して、懇談は終了しました。 　東京土建のみなさんには、感震ブレー

カー設置業者として、長年活動いただい

ております。震災救援所において、救急

救助をおこなう人が増えることは、地域

防災力の向上に大きく貢献すると思い

ます。

　この協定は両消防署にとって非常に有

意義なものになります。首都直下地震など

大規模災害発生時にみなさまのお力添え

をいただけることは、心強いです。消防署

としても地域の連携強化を図っていきます。

岸本杉並区長と懇談

三者は同じ目標と理解

終始なごやかな懇談 　

杉
並
支
部
は
杉
並
区
と
「
震
災
時
応
急
仮
設
住
宅
建
設
に
関
す
る
協
定
」
、
荻
窪
消
防
署

と
「
震
災
時
に
お
け
る
救
助
救
急
活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
地
域
と
公
助
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要

視
さ
れ
る
気
運
が
高
ま
り
、
新
た
に
杉
並
区
と
杉
並
・
荻
窪
消
防
署
そ
れ
ぞ
れ
と
東
京
土
建

杉
並
支
部
が
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
（
２
０
２
５
年
3
月
26
日
）
。

杉
並
区
防
災
協
定

　

今
回
、
杉
並
区
と
締
結
し

た
防
災
協
定
の
内
容
は
、
以

前
締
結
し
た
「
応
急
仮
設

住
宅
の
建
設
」
と
は
異
な
り
、

「
震
災
救
援
所
（
杉
並
区
に

お
け
る
避
難
所
の
こ
と
）
で

の
応
急
対
策
業
務
に
関
連
す

る
協
定
」
に
な
り
ま
す
。

　

震
度
6
強
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
杉
並
区
は

小
中
学
校
な
ど
区
内
65
か
所

に
震
災
救
援
所
を
設
置
。
各

救
援
所
に
は
、
自
力
避
難
が

困
難
な
た
め
安
否
確
認
を
希

望
す
る
「
単
身
高
齢
者
等
の

名
簿
」
が
１
５
０
人
規
模
で

存
在
し
ま
す
。
電
話
に
よ
る

連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
、
直

接
住
居
を
訪
問
す
る
た
め
、

私
た
ち
ビ
ー
バ
ー
ズ
も
区
の

職
員
に
同
行
し
、
建
物
の
倒

壊
の
可
能
性
や
救
出
箇
所
の

判
断
を
お
こ
な
い
ま
す
。

消
防
署
防
災
協
定

　

杉
並
・
荻
窪
両
消
防
署
と

締
結
し
た
協
定
は
「
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
け
る
消

防
活
動
の
支
援
に
関
す
る
協

定
」
と
な
り
ま
す
。

　

両
消
防
署
か
ら
は
、
防
災

協
定
の
締
結
に
至
る
ま
で
の

経
緯
と
し
て
「
災
害
時
に
は
、

消
防
署
だ
け
で
は
人
手
も

足
り
ず
、
資
機
材
も
足
り
な

い
の
は
明
ら
か
で
、
圧
倒
的

劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
う
。

資
機
材
・
車
両
・
後
方
支
援

は
大
き
な
力
と
な
る
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
協
定
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
資
機
材
（
工
具
等
）
の
提

供
②
車
両
（
軽
乗
用
車
等
）
の

提
供

③
後
方
支
援
活
動
（
瓦
礫
や

倒
木
等
の
除
去
、
災
害
状

況
の
情
報
収
集
等

④
救
助
活
動

隊
員
大
募
集

　

東
京
土
建
杉
並
支
部
の
災

害
対
策
分
野
の
中
心
組
織
は

「
ま
ち
の
救
助
隊
ビ
ー
バ
ー

ズ
」
で
す
。
私
た
ち
は
建
築

の
プ
ロ
で
あ
り
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
か
か
せ
な
い
技

術
技
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
バ
ー
ズ
は
２
０
１
６

年
12
月
15
日
に
結
成
さ
れ
、

隊
員
の
技
術
取
得
の
た
め

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
」

や
「
普
通
救
命
講
習
会
」
を

開
催
。
そ
の
ほ
か
「
防
災
学

習
会
」
や
「
東
京
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」
で
隊
員
の
意
識
向
上

に
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
隊
員
数
は
59
人
で

す
。
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
は
、
自
分
・
家
族
・

近
所
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た

後
、
可
能
な
隊
員
が
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
活

動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
。
隊
員
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

悲
願
の
防
災
協
定
締
結

杉
並
区
、
杉
並
・
荻
窪
消
防
署
・
防
災
協
定
締
結
式

春
の
拡
大
月
間
開
始

さ
ァ
仲
間
に

会
い
に
い
こ
う

４月22日（火）・23日（水）
５月13日（火）・14日（水）
５月21日（水）・22日（木）
５月28日（水）・29日（木）

4月20日（日）
5月11日（日）
　or18日（日）

岸本杉並区長コメント

金枝杉並消防署長コメント
日曜行動

春
の
拡
大
月
間
行
動
日

詳しくは役員にお尋ねください

ビーバーズ
隊員登録は
コチラ

LINE公式登録キャンペーン

訪問グッズ 瓶ふりかけ

行動参加特典
缶入り本格カレー

うまいと好評です

左より吉田ビーバーズ隊長、金枝杉並消防署長、鎗田委員長、中嶋荻窪消防署長、藤澤書記次長

調印書を手にする鎗田委員長（左）と岸本杉並区長

▼
第
78
回
本
部
定
期
大
会
が

９
年
ぶ
り
に
熱
海
後
楽
園
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
体
５
１

７
人
う
ち
杉
並
支
部
か
ら
は

12
人
が
参
加
し
た
。
分
散
会

で
は
、
他
支
部
の
参
加
者
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
杉
並

支
部
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
▼
そ
の

中
で
も
西
東
京
支
部
の
参
加

者
か
ら
「
子
ど
も
食
堂
」
の
話

が
あ
っ
た
。
子
ど
も
食
堂
と
は
、

地
域
住
民
や
自
治
体
が
主
体

と
な
り
、
無
料
ま
た
は
低
価
格

で
子
ど
も
た
ち
に
食
事
を
提

供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
と
。

子
ど
も
食
堂
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
地
域
と
つ
な
が
り
、
新

た
な
仕
事
依
頼
に
も
つ
な
が
っ

た
そ
う
だ
。
貧
困
は
目
に
見
え

に
く
い
。
杉
並
支
部
で
も
今
年

度
子
ど
も
食
堂
の
開
催
を
検

討
し
て
い
く
。▼
過
去
2
年
間
、

組
織
部
長
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
現
在
、
杉
並
支

部
の
組
織
人
員

は
3
、
０
０
０

人
を
ど
う
に
か

保
っ
て
い
る
。
来

年
の
大
会
を
実

増
で
迎
え
る
た

め
、
杉
並
支
部

で
で
き
る
こ
と

を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
み
な

さ
ん
と
と
も
に

頑
張
り
た
い
。

できることを積極的に取り入れたい

（角田 幸司　副委員長）

集
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災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

市
民
版
災
害
疑
似
体
験

「
サ
バ
キ
ャ
ン
」

　

今
回
の
防
災
の
記
事
は
、
杉

並
区
内
に
お
い
て
、
永
き
に
渡
っ

て
防
災
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ

て
い
る
山
田
清
さ
ん
（
阿
佐
谷
分

会
）
よ
り
、
防
災
・
減
災
活
動
【
市

民
版
災
害
疑
似
体
験
・
サ
バ
キ
ャ

ン
】
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
の
想

い
と
内
容
に
つ
い
て
、
記
事
を
投

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

【
山
田
清
さ
ん
談
】
サ
バ
キ
ャ
ン

は
、
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
の
略

称
で
す
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
行
政
が

お
こ
な
う
防
災
訓
練
の
見
学
参
加

で
は
な
く
、
市
民
自
ら
体
験
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
の

想
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
を
含
め
た
3
人
が
呼
び
か
け

「
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
杉
並
」

と
い
う
団
体
を
作
り
、「
市
民
版

災
害
疑
似
体
験
・
サ
バ
イ
バ
ル

キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、

２
０
１
４
年
の
「
桃
井
原
っ
ぱ
公

園
」
で
の
第
1
回
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

を
皮
切
り
に
、
区
内
の
大
き
な
公

園
で
の
一
泊
キ
ャ
ン
プ
を
ほ
ぼ
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

主
催
者
対
参
加
者
と
い
う
関

係
で
は
な
く
、
参
加
す
る
人
全
員

が
実
行
委
員
と
い
う
考
え
方
で

す
。
ま
た
、「
こ
う
い
う
こ
と
を

や
り
ま
す
の
で
、
必
要
と
思
わ
れ

る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
成
功
物
語
」
で
は
な
く

「
し
く
じ
り
や
や
り
そ
こ
な
い
を

体
験
し
共
有
す
る
こ
と
が
、
実
際

の
災
害
に
役
に
立
つ
」
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
3
月
22
〜
23

日
に
「
井
草
の
森
公
園
」
で
行
い

ま
し
た
。
事
前
に
杉
並
区
の
防
災

課
及
び
み
ど
り
公
園
課
と
協
議
を

し
、
杉
並
区
か
ら
の
後
援
を
い
た

だ
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

消
防
署
に
は
「
揚
煙
届
」
を
出
し
、

警
察
署
に
も
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
本
番
の
様
子
は
次
号
で

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　多くの国民の、従来の保険証を残してほし
いという強い願いを無視して、政府は2024年
12月2日、従来の健康保険証の新規発行を停
止しました。
　医療現場では、資格無効や誤った負担割合
が表示される機械トラブルが頻発しており、マ
イナ保険証による受診トラブルが頻発してい
ます。
　３月27日に本部でおこなわれた「保険証を
取り戻す！学習集会」には杉並支部から９人が
参加。本並省吾さん（全国保険医団体連合会）
の講演をWEBにて参加しました。
　昨年12月以降の医療現場では「とても負担
を感じる」「負担を感じる」と回答した医療従
事者は68％にも上り、患者からの質問やカー
ドリーダー操作対応で窓口業務の負担が増加
しているとのこと。
　皆保険制度の根幹は、すべての国民が安心
して医療が受けられることです。政府は、従来
の健康保険証の新規再発行を再開し、保険証
利用を継続できるようにするべきです。

　病院の窓口でマイナ保険証を
読み取る端末が設置してあるが、
「資格情報のお知らせ」も使用で
きるのか、との質問がありました
（※使用できない）。役員不足の
ため、一緒に活動していく仲間を
探していきます。また、参加者に
バウムクーヘンを贈呈しました。

  他支部から転入してきた仲間
が分会総会に初めて参加、群長
と顔合わせをおこない、群会議
参加の確約もありました。
　参加者全員にクオカードを配
布。若手新書記長の小又さんか
ら決意表明がありました。

　昨年加入した亀島さんの仲間、
フィリップ・クローマンさん（補
修工）が後継者対策部長に就任。
また、昨年秋に青年部に同時加
入した工藤さんが、支部青年部
役員に就任しました。開会時参
加者にクオカードを配布。

  ２月に仲間の紹介で加入した、
新加入者も初めて参加。群長か
ら資格確認書を受け取りました。
高和分会の独自制度として、７人
未満群に対し、会議費を支給す
ることを総会で確認。健康教室
（DVD視聴）、参加者にクオカー
ドを配布しました。

　冒頭、長年分会長を務め退任
する高橋分会長より、組合活動
への協力に感謝の言葉がありま
した。組合パンフを組合員に配
り、学習を強化すべきという意
見や、新分会長の松田さんから、
ハガキ要請等ご協力の訴えがあ
りました。

  総会参加者は68人と、用意し
た資料はギリギリでした。参加
者には新潟産コシヒカリ（2キ
ロ）を贈呈、初参加者は、お土産
にビックリ！新分会長の齋藤さん
からは、力強いあいさつがありま
した。

　どけん火災共済の制度につい
て質問があり、パンフレットをも
とに説明しました。参加者全員
にはクオカードを配布。健康教
室（DVD視聴）もおこない、中
井新分会長からは「楽しい中央
分会にしたい」とあいさつがあり
ました。

　成田分会長の力強いあいさつ
のあと、金子書記長が運動の経
過と方針を提案。スムーズな議
事進行でした。冒頭に健康教室
を開催（DVD視聴）、参加者に
クオカード配布を配布しました。

３
・
27
保
険
証
取
り
戻
す
！
学
習
集
会

■マイナ保険証と資格確認書の比較
健康保険証

▶

マイナ保険証 資格確認書

対象 1億2千万人すべ
ての被保険者

8,000万人
マイナカード申
請・登録した人
※取得は任意

4,000万人推
計
マイナ保険証
もたない人

交付
方法

申請なしで保険
者が発行交付

役所で申請が必
要

当分の間、申請
なしで交付

有効
期限

保険者ごとに異
なる 電子証明書：5年

土建国保：1年
※保険者ごとに
設定

協会けんぽ：
有効期限なし

マイナカード：
10年
※役所で更新手続
きが必要。更新
忘れによる「無
保険状態」が生
じるおそれ

国保：1年

後期高齢者保険：
1年or2年

資格情報
の記載 あり なし あり

今後の
予定

令和6年12月2日
で新規発行停止

資格情報を記
載した「資格情
報のお知らせ
（紙）」を発行

当分の間、申請
なし（プッシュ
型）で交付さ
れる
※マイナ保険証
ではない人の
み

マイナ保険証の読
み取りができない
端末エラーの際併
せて提示する
単独では受診で
きない

従来の健康保険証の発行再開を
　

年
に
一
度
お
こ
な
わ
れ
る
分
会
総
会
は
、
昨
年
度
の
分

会
活
動
を
振
り
返
り
、
新
年
度
の
活
動
計
画
・
分
会
予

算
・
新
役
員
を
選
出
す
る
大
事
な
会
議
で
す
。
仲
間
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た
東
京
土
建
。
各
分
会
は
、

参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
健
康
教
室
の
開
催
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
参
加
者
確
保
に
務
め
て
い
ま
す
。
3
月

23
日
に
8
分
会
一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
た
分
会
総
会
の
模

様
を
紹
介
し
ま
す
。

3/23全分会で総会を開催次年度役員を選出

富士見分会

西荻分会

浜福分会

高和分会

井荻分会

阿佐谷分会

中央分会

泉南分会

亀
島
さ
ん
（
左
）
と

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ロ
ー
マ
ン
さ
ん

参加者が持ち寄ったテント

U字溝を利用した火おこしの模様
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■ ハウスクリーニング ■
おそうじ本舗 杉並阿佐谷南店

代表　藤原　要
中野区新井5-10-4
℡070-3121-9394

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

リケンエナジー㈲
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-12-13 
℡03-5929-9170

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

会　長 大島孝子（井荻）
副会長 石田かな子（泉南）、毛塚幸子（中央）
事務局長 依田あかね（阿佐谷）
事務局次長 勝呂美智子（泉南）
会計監査 佐藤美智子（富士見）、上野光子（井荻）

会　長 今村茂（阿佐谷）
副会長 織田一（泉南）、大越確（泉南）、小橋隆宏（泉南）
事務局長 古橋めぐみ（中央）

部長 坪井大樹（浜福）
副部長 梅田遼河（井荻）、五藤航汰（高和）、工藤玲央（浜福）
書記長 山崎匠真（浜福）
書記次長 阿部貴紀（高和）

会長 南雲晧一（井荻）
副会長 松原秀夫（井荻）、氏福あさ子（中央）
事務局長 山岡弘美（泉南）
会計監査 有本幸子（浜福）

【井荻分会シニアの会会長　森田不二夫記】２月24
日、世田谷支部会館にて西部ブロックシニア輪投げ大
会がおこなわれ、杉並支部からは2チームが出場しま
した。
　最下位だった昨年の雪辱を晴らすべく、毎月おこな
われる「杉並シニアさろん」にて輪投げの練習を積み
重ねて臨んだ当日。全体10チームで熱戦が繰り広げら
れる中、杉並Aチームが見事、準優勝を勝ち取りました。
　日頃からの練習成果が出て良かった。みなさんも一
緒にシニアさろんで輪投げをやりませんか。

西部ブロックシニア輪投げ大会
５
ｍ
先
の
的
を
狙
う
森
田
さ
ん

杉並シニアの会準優勝杉並シニアの会準優勝杉並シニアの会準優勝

青年部・ひまわり・シニアの会・PAL 大会・総会開催 新役員を選出

　ひまわりは3月12日に総
会を開催しました。午前中
は国保組合より講師を招き
健康教室「健康は美しい」
を開催。午後に活動経過と
方針提案、決算予算案、新
年度役員を選出しました。
仲間とつながり魅力あるひ
まわりをめざします。

　PALは3月7日に総会を開催し
ました。PALの目的は、大手企業
（元請）の現場で働く仲間を組織
し、現場の労働環境等を改善して
いくことです。毎月おこなってい
る「現場賃金調査」には区議会議
員も同行し区議会で発言、現場の
声を届けています。今年度も公契
約条例賃金が守られることを目指
し、旺盛に活動していきます。

　青年部は3月16日に青年部
大会を開催。活動経過と方針
提案を採択した後、学習企画
としてアフガニスタンで活動
した中村哲医師の活動を紹介、
平和と共生を学びました。午
後の分散会では仕事やくらし、
メーデーの出し物について意
見を出し合いました。今年度も
仲間の結集で運動を進めます。

　杉並シニアの会は、３月14
日に総会を開催しました。毎
月２回開催してきた「杉並シ
ニアさろん」では「輪投げ」
「カラオケ」「映画鑑賞」をお
こない会員同士心の拠り所と
なっています。いつまでも生
きがいのもてる楽しいシニア
の会にしていきます。

魅力あるひまわりに

賃金調査の
結果を杉並区へ

仲間の結集で
運動をすすめる

生きがいのもてる
楽しいシニアの会に

ひまわり総会

PAL総会 シニア総会

青年部大会

５月１日（木）10時式典開会
代々木公園サッカー場
各分会10人

　

物
価
高
騰
に
賃
金
の
上
昇
が

追
い
つ
か
ず
、
我
々
中
小
建
設
業

者
の
生
活
は
厳
し
く
な
る
ば
か

り
で
す
。

　

一
昨
年
10
月
に
強
行
さ
れ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
新
た

に
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
者
は

約
１
０
５
万
人
。
２
０
２
３
年
分

の
確
定
申
告
で
消
費
税
の
申
告

件
数
は
、
前
年
比
86
・
9
％
増
の

１
９
７
万
2
千
件
、
申
告
納
税
額

は
9
・
1
％
増
の
６
、８
５
０
億
円

で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
名
前
を
変
え
た
大
増
税
で
す
。

3
月
13
日
、
蚕
糸
の
森
公
園

で
小
集
会
を
開
催
後
、「
消
費
税

5
％
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
」

を
沿
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

杉
並
税
務
署
ま
で
集
団
申
告
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

日 時

会 場

参 加

第96回メーデー

重税反対統一行動重税反対統 行動重税反対統 行動

消
費
税

消
費
税
5
％
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

％
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

沿
道
ア
ピ
ー
ル
し
集
団
申
告

沿
道
ア
ピ
ー
ル
し
集
団
申
告

消
費
税
5
％
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

沿
道
ア
ピ
ー
ル
し
集
団
申
告

賃金単価UP！賃金単価UP！
軍拡増税NO！軍拡増税NO！
賃金単価UP！
軍拡増税NO！
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第 375 回

　

当
時
の
町
場
の
仕
事
の
形
態
は
、
1

つ
の
工
務
店
に
各
職
が
約
15
人
、
今
で

は
珍
し
く
な
っ
た
建
前
も
普
通
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
し
た
。
建
前
は
、
施
主
さ

ん
・
工
務
店
・
各
職
・
ご
近
所
さ
ん
が

一
同
集
ま
り
、
無
事
に
建
物
が
上
棟
し

た
お
祝
い
と
、
関
係
者
の
顔
合
わ
せ
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
が
完
成

し
た
後
に
開
か
れ
る

「
座
敷
開
き
」（
お
披

露
目
）
で
も
一
同
全
員

が
集
ま
っ
て
お
祝
い

す
る
の
で
す
が
、
名
前

の
通
り
表
具
の
仕
事

は
す
べ
て
人
の
目
に

つ
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

言
わ
れ
る
の
が
イ
ヤ

な
の
で
、
前
日
に
ダ
メ

が
出
て
い
な
い
か
点

検
し
に
行
き
ま
し
た

（
汗
）
。
座
敷
開
き
は

本
当
に
憂
鬱
で
し
た
。

　

組
合
に
は
組
合
員

だ
っ
た
父
親
の
す
す

め
で
加
入
し
ま
し
た
。
同
じ
永
福
町
の

清
水
次
男
さ
ん
と
父
は
大
の
仲
良
し
で

し
た
。
私
は
永
く
群
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
妻

が
「
く
も
膜
下
出
血
」
で
入
院
し
た
時

は
、
土
建
国
保
委
任
払
い
制
度
を
利
用

し
、
入
院
費
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く

治
療
で
き
ま
し
た
。
今
年
3
月
の
13
回

忌
に
は
、
孫
を
含
め
る
と
30
人
以
上
が

集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
に
法
要
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
妻
も
天
国
で
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
杉
並
区
永
福
町
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
親
が
表
具
屋
で
し
た
の
で
、
高

校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
手
伝
い
に
入
り
ま

し
た
。
そ
の
父
親
は
私
が
23
歳
の
時
に

亡
く
な
り
、屋
号「
至
誠
堂
表
具
店
」を

そ
の
ま
ま
に
、大
学
を
中
退
し
て
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
弟
と
一
緒
に
継
ぐ
こ
と

な
り
ま
し
た
。

　

表
具
屋
の
屋
号
に
は

「
堂
」
の
漢
字
を
用
い

ま
す
。
何
故
「
堂
」
な
の

か
、
ど
な
た
か
教
え
て

く
だ
さ
い
（
願
）
。
ち
な

み
に
和
泉
町
に
住
む
知

り
合
い
で
表
具
屋
の
高

野
さ
ん
は
「
双
竜
堂
」

と
い
う
屋
号
で
す
。

　

父
親
か
ら
引
き
継
い

だ
昭
和
40
年
頃
は
、「
襖

（
ふ
す
ま
）・
障
子
・
壁

張
り
」
の
仕
事
か
ら
新

し
く
床
張
り
（
Ｃ
Ｆ
：

ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
）の

仕
事
が
増
え
始
め
た
頃

で
、最
初
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
仕
事
を

引
き
受
け
ま
し
た
。そ
れ
で
も
結
構
う

ま
く
い
き
ま
し
た
。
小
笠
原
諸
島
の
父

島
ま
で
民
宿
の
新
築
工
事
に
出
掛
け
た

こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。
大
型
フ
ェ

リ
ー
お
が
さ
わ
ら
丸
は
、父
島
ま
で
約

30
時
間（
※
現
在
は
24
時
間
）。船
か
ら

降
り
て
も
し
ば
ら
く
揺
れ
は
続
き
、頭

が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

憂 鬱 だ っ た 座 敷

開きも良き思い出

三
みか め

瓶 一
かずはる

治さん　浜福・表具

三瓶 一治 さん

① 慶弔金支給申請書
　（支部事務所、または
　   どけん共済会HPより印刷）
② 親子関係と年齢の確認できる書類
　（続柄記載の住民票などのコピー）
①②をそろえ群または支部に提出

小学校入学…2018年（平成30年）4月2日～
 2019年（平成31年）4月1日生まれ
中学校入学…2012年（平成24年）4月2日～
 2013年（平成25年）4月1日生まれ
※ 不明点は支部・中島まで℡3313-1445

対象は何年生まれの子？

申請のしかた

　組合員の子どもの新入学に図
書カード（5,000円相当）を贈呈
する「新入学お祝い金」の今年
度の受付がスタートしました。

新入学祝い金 受付スタート受付スタート受付スタート

　

３
月
１
日
か
ら
２
日

に
か
け
て
後
継
者
対
策

部
主
催
「
ス
キ
ー
ス
ノ

ボ
ツ
ア
ー
」
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
午
前
7

時
に
支
部
会
館
を
バ
ス

で
出
発
。一
路
、群
馬
県

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
を

め
ざ
し
ま
し
た
（
参
加

者
28
人
）
。
丸
沼
高
原

ス
キ
ー
場
は
、日
光
白

根
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

標
高
2
千
Ｍ
に
一
気
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
、
頂
上
付
近
は
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
、
宿
泊
先
の

「
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
ル

マ
」
に
戻
り
、
全
員
で

夕
食
、
参
加
者
同
士
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
２

日
目
は
温
泉
に
入
る
人

や
時
間
一
杯
滑
る
人
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
過
ご
し
、

途
中
お
土
産
を
買
っ
て
、

事
故
な
く
無
事
に
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

パウダースノー
に

大満足

宿泊した「ペンションアルマ」の前にて地元野菜を使ったディナー

日光白根山の頂上は
標高2,000m

スキースノボツアー後継者主催

帰りのバスは恒例ビンゴ大会 夕食後は思い思いの時間


